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1　研究の目的と方法
　中央児童福祉審議会、社会保障審議会による
児童福祉文化財の推薦活動は、1951（昭和26）
年から現在まで続けられている。これまで、
14，000点程度が推薦され、子どもの健全育成に
おいて重要な役割を果たしてきた。推薦文化財
を活用した事業等の実施に関しても一定の積み
上げがあり、児童健全育成に対する効果も期待
されている。現在は、厚生労働省社会保障審議
会福祉文化分科会によって、「舞台芸術」、「映
像・メディア」、「出版物」分野に分けて児童福
祉文化財の推薦が実施されている。しかし、そ
の実態や効果的な普及等を明らかにしようとす
る’先行研究はほとんどない。児童福祉文化財の
効果的な普及やより有効な活用のためには・具
体的な実態分析が不可欠である。
　したがって、児童福祉文化財を活用した事業
等の実態分析によって、児童健全育成の現場や
関わる利用者等にどのような影響があったのか・
あるいはどのような条件が整えばより有効な活
用が可能なのか等を明らかにすることが必要で
ある。
　研究方法として、児童福祉文化財を「出版物」、
　「舞台芸術」、「映像・メディア」の各分野に整
理し調査対象とする。各分野の共通項目を含ん
だ調査票を作成し、アンケート調査および関係
者へのヒヤリングを行い、その活用内容の実態
を分析する。具体的には、財団法人児童健全育
成推進財団が主催し、児童館にて実施されてい
る「児童劇巡回事業」および「こども映画祭」
のアンケート調査による効果測定を行う。「出
版物」分野については、出版社等への聞き取り
調査によって分析する。
　最終的には、児童福祉文化財の意義役割を整
理することで、より効果的な福祉現場活用につ
いての具体的な提言も行う。
　なお、本研究報告内容は、財団法入こども未
来財団の委託により「平成17年度児童関連サー
ビス調査研究等事業」として実施した調査研究
の一部であるi。
2　アンケート調査について
　全国の児童館（大型児童館、大型児童センタ
ー、児童センター、小型児童館）のうち、「児
童劇巡回事業」あるいは「こども映画祭」を過
去3年間（平成14年度～16年度）に実施した956
か所を、財団法人児童健全育成推進財団の協力
を得てピックアップし、調査対象とした。実施
主体は、児童福祉文化財研究会（主任研究者：
片岡玲子）で、財団法人児童健全育成推進財団
の協力を得て実施した。実施時期は、平成17年
11月、郵送にて調i査、回収した。回収数は、614
部、回収率は、64．23　％であった。
生活科学科、生活福祉専攻
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3　「児童福祉文化財」の活用に関する分析
（1）児童福祉文化財「年報」の活用について
　児童館における児童福祉文化財「年報」の活
用については、「1、参考にしている（43件）」
「2、必要に応じて参考にしている（182件）」
をあわせると、37．56％が、何らかの参考にし
ていることがわかり、「4、あまり目を通して
いない（103件〉」「5、まったく活用していな
い（56件）」をあわせた26．55％を11．01ポイン
ト上回っていることがわかる。しかし、「3、
一応目を通している（215件）」とする児童館が
35．8996の割合で存在し、活用しているとも活
用していないともつかない中間層が3分の1程
度あることもわかった（回答総数599件）。
　この中間層が、児童福祉文化財「年報」を有
効に活用できれば、あわせて73．45％となるこ
とを鑑みると、さらに活用しやすい児童福祉文
化財’「年報」の提供の仕方や作成方法の工夫が
問われてくるのではないかと思われる。
った。
　「出版物」「舞台芸術」「映像メディア」の3
分野の推薦文化財が、それぞれに活用され得る
可能性があることから、「児童福祉文化財年報」
において、3分類をよりわかりやすくする工夫
や、幼児への読み聞かせなどにも活用しやすい
ように、児童文学作品と幼児向け作品を分類す
るなど、より活用しやすくする一層の工夫が、
活用方法の拡大につながるものと予想される。
番号 項目 件数
1 児童館プログラムへの活用 322
2 母親クラブの活動への活用 40
3 その他 107
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（2）　「推薦文化財」の活用方法について
　「推薦文化財」の活用方法については、「1、
児童館プログラムへの活用」が322件と最も多
く、児童館において活用されている実態がわか
る。一方、「2、母親クラブの活動への活用」
は40件にとどまっている。「推薦文化財」は、
児童館と有機的な連携のもとに活動している母
親クラブでも十分活用できる内容のものである
と思われるが、「推薦文化財」が掲載されてい
る「児童福祉文化財年報」が、母親クラブへ十
分に行き渡っていない可能性も考えられる。絵
本の読み聞かせなどの活動に実績のある母親ク
ラブに活用していただけるかどうかも、「推薦
文化財」をより有効に活用できる重要なポイン
トとなるのではないか。「3、その他」は、107
件となっている。内訳をみると、図書の選定に
活用しているとの回答が目立つ一方で、活用し
ていないとの回答も少なくない。具体的プログ
ラム記述欄では、児童劇巡回事業やこども映画
祭の作品選びに活用しているとする回答が多か
（3｝　「推薦文化財」作品の「児童劇巡回事業」
　および「こども映画祭」への活用認知度につ
　いて
　財団法人児童健全育成推進財団が主催する、
「児童劇巡回事業」および「こども映画祭」に、
「推薦文化財」作品が活用されていることにつ
いては、「1、知っている（483件）」が80．50％
で、「2、知らない（117件）」の19．50％を大き
く上回っている（回答総数600件）。
　約8割の児童館が、「推薦文化財」と財団法
人児童健全育成推進財団主催事業との関連につ
いて認知していることを示すものと考えること
ができ、財団法人児童健全育成推進財団主催事
業の実績が、児童福祉文化財の有効活用に大き
く関与していることがわかる。
4　「児童劇巡回事業」に関する分析
（1）児童劇巡回事業の実施実績について
　「児童劇巡回事業」を「1、実施した（349
件）」児童館は、57．78％、「2、実施していな
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い（225件）」児童館は、42．22％との回答だっ
た（回答総数6（辺件）。本アンケート調査は、過
去3年間（平成14年度～16年度）にいずれかの
事業を実施した児童館を対象に調査を行ったも
ので、調査対象の約半数が、児童劇巡回事業を
過去3年間の間に実施したことを示すものであ
る。
②　申請時における児童劇巡回事業への期待に
　ついて
　「2、身近な場所で良質な作品にふれること
ができるから」が、295件で最も多く、「3、子
どもたちに本物の作品をみせることができるか
ら」が、279件、「1、子ども自身の楽しみとな
るから」が、251件となっている。次いで、「4、
子どもの感情表現が豊かになると思うから」が、
207件、「6、子どもの児童館での活動によい影
響を及ぼすと思うから」が、165件となってい
る。
　1位の「2、身近な場所で良質な作品にふれ
ることができるから」は、そもそも児童劇巡回
事業作品が、推薦文化財作品であることから、
良質性と信頼性が担保されていることへの安心
と、地域の身近な児童福祉施設である児童館で
の事業実施が適合していることへの期待と考え
ることができる。2位～5位までをみると、す
べて子どもへの影響に関するものとなっている。
謄号 項目 件数 願位
L 干ども自身の楽しみとなるから 251 3
2 身近で良質な作品にふれることができるから 295 1
3 子どもたちに本物の作品をみせることができるから 2792
4 子どもの感情表現が豊かになると思うから 2074
5 子どもの心の安定に効呆があると思うから 113 s
6 子どもの児童館での活動によい影罫を及ほすと思うから 165 5
7 既存の児童館ブ回グラムによい影騨を及ほすと思うから 8L 12
8 新たな児童館プログラムの展開が期待できるから llI 10
9 児血館に来館児童が噌えるから 101
??
10 児童館に来館保護者が増えるから 51 14
?
児童館に関心を持つ地域の来館者が増えるから 12S 7
ユ2 地域のさまざまな社会資源との連携が期待できるから 67 13
13 職員の技術向上（スキルアップ）につながるから 107 9
?
職貝の童織向上｛モテベーション）につながるから 142 6
15 その他の理由 15 15
児童劇巡回事業を実施しようとする児童館が、
事業実施によって、参加した子どもたちに何ら
かの影響を期待していることがわかる。また、
「14、職貝の意識向上（モチベーション）につ
ながるから」が、142件で6位となっており、
児童館職員自身への影響も期待していることが
わかる。
⑧　児童館職員の子どもへの関わり方
　「1、子どもと一緒に準備や当日の企画を進
行した」が182件で最も多く、児童劇巡回事業
を実施するにあたって、子どもを巻き込みなが
ら実施しようとするようすをうかがうことがで
きる。また、「3、関連する内容や話題につい
て事前にふれる機会を持った」が、159件、「2、
準備のために子どもスタッフを組織した」が93
件あることをみても、単なる児童劇上演会で終
始するのではなく、児童館という機能を活用し
ながら、子どもたちと一緒になって当日までの
プログラムを作り上げていこうとするようすも
うかがえる。
番号 項目
?
1 子どもたちと一紺になって準備や当日の企画を進めた 182
2 準備のために「子どもスタッフ」を組織した 93
3 関迎する内容や話題について事前にふれる機会をもった 159
4 人形劇、影絵、表現あそび等を実施した 64
5 その他 43
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｛4）児鷲劇巡回事業に参加した子どもたちの変
　化
　「1、活動に満足し、次への期待を持った」
が、203件で最も多く、児逝劇巡回事業に対す
る満足度がうかがえる。次いで「6、児童館の
企画に対して積極的に参加するようになった」
が、134件、「8、児童館に来館する機会が増え
た」が、102件、「10、舞台芸術に興味や関心を
示すようになった」が、93件となっている。
　その他の項目に関しても、満遍なく回答があ
り、つまり、「12変化なし」の22件以外は、何
らかの効果があったことを示すものである。
冊号 項目 件致願位
1 活動に満足し、次への期待を持った 203 1
2 表憎が明るくなってきた 76 5
? 感情表現が豊かになってきた 75 6
4 笹段の行動が活発になってきた 56 9
5 友達が増えてコミュニケーション関係が広がった η 7
6 児血館の企画に対して績極的に参加するようになった 134 2
7 子どもたちから進んで企画を提案するようになった 41 10
8 児童館に来館する恨会が増えた 102 3
9 児童館職頂に関わってくる場面が増えた 66 8?
鐸台芸術に興味や関心を示すようになった 93 4
u 録台芸術に関する活動に参加するようになった 14 12
12 特に変化は見られなかった 麗
?
?
その他 13 13
⑤　児童劇巡回事業実施後の効果について
　「2、身近な場所で良質な作品にふれること
ができた」が、283件で最も多く、「3、子ども
たちに本物の作品をみせることができた」が、
275件、「1、子ども自身の楽しみが増えた」が、
192件と続いている。
「実施前の期待」と比較すると以下のようにな
る。
　このようにみると、「実施前の期待」どおり
「実施後の効果」が現れていることが明らかで
ある。推薦文化財においてその質が担保された
作品を児童館という身近な場所で上演できるメ
リットは大きい。同時に、子どもたちに与える
影響も大きいことがわかる。子どもの健全育成
を推進する児童館だからこその特徴ともいえる。
また、職員の意識向上（モチベーション）にも
効果をあげていることがわかる。
順位 実施前の期待 実施後の効呆
1 身近な場所で良質な作品にふれること 身近な場所で良賃な作品にふれること
2 子どもたちに本物の作品をみせること 子どもたちに本物の作品をみせること
3 子ども自身の楽しみが増す 子ども自身の楽しみが増す
4 子どもの感｛1俵現が豊かになる 職員の意鹸向上〔モチベーション｝
5 干どもの児童館活動によい影唇 子どもの児童館活動によい影響
6 職貝の意識向上｛モチベーション） 子どもの樹罎現が量かになる
番号 項目 件敗順位
1 子ども自身の楽しみ力槻えた 192 3
2 身近な場所で良質な作品にふれることができた 掬
3 干どもたちに本物の作品をみせることができた 2752
4 子どもの感情表現が豊かになった 105 6
5 子どもの心の安定に効県があった 7611
6 干どもの児童館での活動によい影響を及ほした 1355
7 既存の児藪館プログラムによい影響を及ぼした 98 8
8 新たな児薫館プログラムの開発につながった 74 12
9 児童館に来館児童が増えた 8610
10 児童館に来舘保護者が増えた 48M
n 児血飼に間心を持つ地域の来館者が増えた 89 9
12 地域のさまざまな祉会資源と連携できた 58
13 職貝の技術向上〔スキルア7ブ）につながった 100
13?
?
職風の意識向上（モチベーション）につながった 145
15 その他の効果 6　15
⑥　児童劇巡回事業が効果的に実施できた理由
　について
　216件と最も多い、「1、推薦文化財作品その
ものの内容や質が高かったから」は、推薦文化
財の本来の意義を示しているものである。本来
担保されるべき推薦文化財作品の質が、実際に
も内容や質の高さとして証明されたものといえ
る。また、次いで190件の「2、児童館が身近
で気軽に楽しく参加できる施設だから」につい
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ては、当該地域において身近で利用しやすい児
童福祉施設である、児童館の本来の利点を示し
ているものと思われる。
番号 項目 序撒 順位
1 推颪文化財作品そのものの内容や質が高かったから 216 1
2 児童館が身近で気軽に楽しく参加できる施設だから lgo 2
3 親と子で一緒に参加できるプログラムだったから UO 4
4 事票実旛までの準縞の取り組みの過程が良かったから 67 6
5 事梁実施1二ともないワークショップを実施したから 116 5
6 事第稟施当Bのプログラム内容が良かったから 1詔 3
7 事粟突施後の反省会の取り組みがあったから 15 7
8 その他 4 8
〔7）今後の児童劇巡回事業への期待について
　「1、また申請して実施したい（220件）」の
63．58％と、「2、条件が合えばまた申請したい
（114件）」の32．95％をあわせると、96．53％と
なり、児童劇巡回事業を実施した児童館のうち、
そのほとんどが、次回の事業にふたたび申請し
たいと考えていることがわかる。児童劇巡回事
業の健全育成に関する効果を児童館として確認
し、次回への期待を持っていることが確認でき
る（回答総数346件）。
⑧　児童劇巡回事業の継続について
　97．70％が、「1、継続して欲しい（340件）」
と回答し、「2、廃止すべき」は、0．00％であ
った。児童劇巡回事業への期待の高さを示すも
のである（回答総数348件）。
　申請希望のあるなるべく多くの児童館に児童
劇巡回事業が行き渡るような、事業の拡大も検
討されるべきだろう。
5　「こども映画祭」に関する分析
（1）こども映画祭の実施について
「こども映画祭」を「1、実施した（302件）」
児童館は、50．00％、「2、実施していない（30
2件）」児童館は、50，00％との回答だった（回
答総数604件）。本アンケート調査は、過去3年
間（平成14年度～16年度）にいずれかの事業を
実施した児童館を対象に調査を行ったもので、
調査対象の約半数が、児童劇巡回事業を過去3
年間の間に実施したことを示すものである。
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②　申請時におけるこども映画祭への期待
　「1、子ども自身の楽しみとなるから」が、
243件で最も多く、「2、身近な場所で良質な作
品にふれることができるから」が、223件、「3、
子どもたちに本物の映画（16mフィルム）を
みせることができるから」が、200件となって
いる。次いで、「4、子どもの感情表現が豊か
になると思うから」が、140件、「6、子どもの
児童館での活動によい影響を及ぼすと思うか
ら」が、139件となっている。回答の上位をみ
ると、子どもへの影響に関するものが多い。こ
ども映画祭を実施しようとする児童館が、事業
実施によって、参加した子どもたちに何らかの
影響を期待していることがわかる。
　また、「2、身近な場所で良質な作品にふれ
ることができるから」は、そもそもこども映画
祭の上映作品が、推薦文化財作品であることか
ら、良質性と信頼性が担保されていることへの
安心と、地域の身近な児童福祉施設である児童
館での事業実施が適合していることへの期待と
考えることができる。
　「9、児童館に来館児童が増えるから」の110
件、「11、児童館に関心を持つ地域の来館者が
増えるから」の103件などは、こども映画祭事
業の実施によって、児童館への来館者の増加を
期待していることがうかがえる。
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嗣・ π旧 1緻頁顕他
1 子ども白身の漿Lみとなるから 別3 1
2 身近で良質な作品にふれることができるから 脚 2
3 子どもたらに本物の映両価mフィルム｝をみせることができる、 2003
4 子どもの感情貞現が｛励・になると思うから 】40 4
5 子どもの心の安定に効渠があると思うから 路 8
6 子どもの児歳阻での活動によい影辱を及ぼすと思うから 139 5
7 既存の児帝館プログラムによい影博を及ぼすと思うから 78 9
8 新たな兇所航プログラムの展開が朋待できるから 56
?
9 氾童館に卑煎児敢が増えるから 1LO 6?
児政館に坐館促置粁が増えるから d7 12?
児．蔽館に関心を持つ地域の来館者が堀えるから 103 7?
地域のさまざまな社会資源との連携が期待できるから 4313
??
職貝の技術肉上〔スキルアップ｝につながるから 40
?
?
職圓の意織向上〔モチベーション）につながるから 6810
15 その他の理由
?
15
③児童館職貝の子どもへの関わり方
　「3、関連する内容や話題について事前にふ
れる機会を持った」が、ユ27件あることをみて
も、単なる映画上映会で終始するのではなく、
児蓮館という機能を活用しながら、子どもたち
と一緒になって当日までのプログラムを作り上
げていこうとするようすがうかがえる。
次いで「1、子どもと一緒に準備や当日の企画
番号 項目
?
1 子どもたちと一緒になって準備や当日の企画を進めた 120
2 準備のために「子どもスタッフ」を組織した 騒
3 関連する内容や話題について事前にふれる機会をもった 127
4 映画に関連する遊びやプログラムを実施した 鼠
5 その他 40
を進行した」が120件で多く、こども映画祭を
実施するにあたって、子どもを巻き込みながら
実施しようとする児童館職員ようすをうかがう
ことができる。
㈲　こども映画祭に参加した子どもたちの変化
　「1、活動に満足し、次への期待を持った」
が、155件で最も多く、こども映画祭に対する
満足度がうかがえる。次いで「6、児童館の企
画に対して積極的に参加するようになった」が、
103件、「8、児童館に来館する機会が増えた」
が、93件、「10、映像メディアに興味や関心を
示すようになった」が、66件となっている。
　その他の項目に関しても、満遍なく回答があ
り、つまり、「12変化なし」の32件以外は、何
らかの効果があったことを示すものである。
番号 項目 件数順位
1 活動に満足し、次への期待を持った 155
2 表情が明るくなってきた
?? 6
3 磐情表現が豊かになってきた 44 8
4 普段の行動が活発になってきた 31 11
5 友達が珊えてコミュニケーション朋係が広がった 駿 5
6 児亜距の企画に対して積極的に参加するようになった llI 2
7 干どもたちから進んで企画を提案するようになウた 35 9
? 児童飼に来館する機会が増えた 93 3
9 児童館職員に関わってくる場面が増えた 50 6
10 映像メディアに興味や関心を示すようになった 品 4?
映像メディアに関する活動に参加するようになった 12 12
12 憾に変化は見られなかった 32 10
13 その他 12 12
⑤　こども映画祭実施後の効果につい
　「2、身近な場所で良質な作品にふれること
ができた」が、216件で最も多く、「3、子ども
たちに本物の映画（16mフィルム）をみせる
ことができた」が、ユ94件、「1、子ども自身の
楽しみが増えた」が、173件と続いている。
　「実施前の期待」と比較すると以下のように
なる。
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順位 実雄前の期待 実施後の効果
1 子ども自身の楽しみが増す 身近な場所で良質な作品にふれること
2 身近な場所で良質な作品にふれること 子ど駿ちに繰蕨直軸7偏博λピ己こと
3 子どもたちに揃乃蕨直イ1駐フ‘彪ム｝をゐ亡乙こと 子ど硝身の楽しみが増す
4 子どもの感骸現が豊かになる 子どもの児童箆活動によい影晋を及にす
5 子どもの児童館活動i二よい影唇 児童館1：来館児童が増える
6 児童館に来館児童が増える 既存の児童館プログラムによい影響
番号 項目 件数 順位
1 子ども自身の楽しみが増えた 178 3
2 身近な場所で良質な作品にふれることができた 216 1
3 子どもたちに本物の映園（16mフィルム｝をみせることができた1斜 2
4 予どもの感情豪現が豊かになった 67 7
5 干どもの心の安定に効果があった 4911
5 子どもの児童館での話動によい影嬉を及ぼした 工G7 4
7 既存の児疏館プログラムによい影唇を及ぼした 73 6
8 新たな児童館プログラムの閉発につながった 5210
9 児童館に来館児敢が増えた 81 5
10 児童館に来館保護者が増えた 3913
11 児童館に閲心を持つ地域の来館者が増えた 59 9
12 地域のさまざまな社会資源と連携できた 3913
13 職員の技術向上（スキルアップ）につながった 49
?
?
城員の意識向上（モチベーション）につながった 65 8
15 その他の効果 5 15
　このようにみると、ほぼ「実施前の期待」ど
おり「実施後の効果」が現れていることがわか
る。推薦文化財においてその質が担保された作
品を児童館という身近な場所で上映できるメリ
ットは大きい。同時に、子どもたちに与える影
響も大きいことがわかる。子どもの健全育成を
推進する児童館だからこその特徴ともいえるだ
ろう。また、児童館に来館児童が増えるという
効果をもたらすことも、こども映画祭の特徴と
いえるのではなか。
⑥　こども映画祭が効果的に実施できた理由に
　ついて
　186件と最も多い理由の、「1、推薦文化財作
品そのものの内容や質が高かったから」は、推
薦文化財の本来の意義を示しているものである。
本来担保されるべき推薦文化財作品の質が、実
際にも内容や質の高さとして証明されたものと
いえる。
　また、次いで173件の「2、児童館が身近で
気軽に楽しく参加できる施設だから」について
は、当該地域において身近で利用しやすい児童
福祉施設である、児童館の本来の利点を示して
いるものと思われる。
　「3、親と子で一緒に参加できるプログラム
だったから」も119件と多くなっている。良質
な上映作品を安心して親子で鑑賞できることも、
このこども映画祭の重要な特徴であるといえる
のではないか。
（7｝今後のこども映画祭への期待について
　「1、また申請して実施したい（148件）」の
50．00％と、「2、条件が合えばまた申請したい
（113件）」の38．18％をあわせると、88．18％と
なり、こども映画祭を実施した児童館のうち、
そのほとんどが、次回の事業にふたたび申請し
たいと考えていることがわかる（回答総数296
件）。こども映画祭の健全育成に関する効果を
児童館として確認し、次回への期待を持ってい
ることが確認できる。
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（8｝こども映画祭の継続について
　84．85％が、「1、継続して欲しい（252件）」
と回答し、「2、廃止すべき（3件）」は、1．02
％であった。こども映画祭への期待の高さを示
すものである（回答総数297件）。
　申轟i’丘希望するなるべく多くの児重館にこども
映画祭事業が行き渡るような、事業の拡大も検
討されるべきだろうと思われる。
かし、「出版物」は、出版営業が先行して、推
薦されるメリットが見出しにくいのではないか。
⑥「特別推薦」に関しても同じく、「映像・メ
ディア」および「舞台芸術」と比較し、推薦さ
れるメリットに、温度差があるのではないか。
⑦出版社としての活用法としては、ホームペー
ジ「編集部だより」に推薦文化財を載せること
がある。しかし、過去の推薦文化財をすべてフ
ォローしきれていないし、逆に推薦の数が多す
ぎると、メリットが少なく感じてしまう。⑧作
家や出版作業に対する賞は、その対象がはっき
りしている。しかし、本（作品）に対しての賞
は、対象がはっきりしない。対象が、出版社（編
集部）か作者か、はっきりしない。
6　「推薦出版物」に関する出版社への取材概
　要
（1）児童健全育成と出版社の役割について
　①物語、絵本として良質なもの、永く使用し
ていただけるもの、ロングセラーとなるものを
意識して編集作業を行っている。②テーマとし
て、健全育成を第一義的に考えているわけでは
ない。③健全育成を必ずしも意識しているわけ
ではない。④しかし、「子どもの育ちを願う」
という根本的なところでは、同じだと思ってい
る。⑤子どものニーズと出版社の想いは、異な
ることもあるが、さまざまな出版社が、いろい
ろなものを出版すればよいのではないか。
②　推薦文化財制度に関する意見
　①編集者としては、直接手がけたものが評価
され推薦されれば、うれしいものがあるし、励
みにもなることでもある。②図書の推薦には、
文部科学省と厚生労働省の事業があるが、「児
童福祉文化財年報」も学校図書館など、せっか
くならば広く行き渡るようにできるとよいので
はないか。③地域の読み聞かせ活動の活用の際
に、良質性が担保されるようなガイドとして活
用できるのではないか。④現場で選定する際に、
年度で区切ってあるリストよりも、一定程度ま
とめてあるリストのほうが、使い勝手がよいの
ではないか。年度で区切られると活用しにくい
のではないか。⑤「映像・メディア」や「舞台
芸術」は、作品が推薦されることによって、広
く周知されるメリットがあるかもしれない。し
7　提言
（1）　「児童福祉文化財」の有効活用について
　①児童福祉文化財は、推薦作品内容について
一定の「良質性」が保障されている。したがっ
て、安心して活用することができ、できるだけ
多くの人に対して、広く社会的に活用されるこ
とが望ましい。児童健全育成の推進という目的
に直接役立つものとして、大いに期待される。
　②児童福祉文化財「年報」の効果的な普及の
ためには、だれもが活用しやすい情報提供方法
の工夫や、現場への更なる周知徹底を図るなど、
より活用しやすい環境整備が求められる。
　③年度ごとに最新の情報が提供される児童福
祉文化財「年報」の活用方法と同時に、年度を
越えた情報提供ライブラリのような活用方法も
有効であると考えられる。更新可能な電子媒体
等も視野に入れながら、総合的な情報提供ライ
ブラリの整備も必要である。
　④児童福祉文化財とは、一方的な作品提供で
はなく、子どもたちが、楽しく主体的に関わる
ことによって、健全育成の効果が促されること
がわかっている。そうした児童福祉文化財の持
つ積極的な意味を意識しながら、実践現場にお
ける活用の推進が期待される。
　⑤地域組織活動（母親クラブ等）の活動内容
への利用としても効果的である。母親クラブへ
も年報内容が十分に行き渡るような工夫を講ず
ることで、母親クラブの育成にも貢献すること
ができる。
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②　　「児童劇巡回事業」の有効活用
　①児童巡回劇事業実施前の期待どおり実施後
の効果が現れていることが明らかになっている。
特に「子どもたちに与える影響」が大きく、児
童健全育成を推進する児童館で実施することの
意義が証明されたかたちとなっているため、今
後も児童館事業として継続活用されることが望
ましい。
　②児童劇巡回事業が毎年、全国規模で実施さ
れることで、地方にも児童福祉文化財が行き届
くとともに、良い作品にふれる機会を子どもた
ちに保障する重要な役割を持つ。今後とも全国
に満遍なく行き渡るような事業規模の維持、拡
大が求められる。同時に、より効率的な実施方
法の検討もされなければならないだろう。
　③「子どもスタッフ」の組織等、子どもたち
と一緒に取り組むことができ、子どもを巻き込
みながら児童劇巡回事業を実施することができ
る。このように、単なる演劇上演に終わること
なく、事業内容をその後の児童館プログラムに
も継続的に応用するなど、積極的な現場実践プ
ログラムの開発・工夫が求められる。
　④劇団との「ワークショップ」がセットにな
っている場合が多く、年齢や性別に関係なく広
く一般市民が参加できるメリットがある。した
がって、児童館内だけでなく、広く地域社会に
開放しながら、地域全体の文化に貢献できるよ
うな事業活用が期待される。
（3）　「こども映画祭」の有効活用
　①子どもたちが準備段階から、楽しく興味を
持ちながら関わることで、単なる上映会に終わ
らない、児童健全育成に寄与するプログラムと
しての展開の広がりが可能となっている。今後
も児童館対象事業として維持継続されることが
望ましい。
　②現場からは、DVD等、最薪機器に対応可
能な手段での提供を望む声もある。多様な提供
方法の検討も必要だろう。しかし、それらの手
段が、どのように子どもの健全育成や発達を促
すものと成り得るのかを確認することが必要で
ある。
　③こども映画祭実施前の期待どおり実施後の
効果が現れていることが明らかになっている。
良質な作品で子ども自身の楽しみが増すほか、
子どもたちも16ミリ映写機等に興味を示すなど、
映像・メディア等に参加する行動をもって「本
物の映画作品」を体感できる良さがあり、そう
した効果を児童館の意図的な関わりによって実
現させることが期待される。
　④16ミリ映画フィルムの老朽化や映写機の取
り扱い技術の調達などに課題を残すこともあり、
映写に関わる技術的な支援等も必要となる場合
がある。そうした課題をクリアするために、児
童館に関わるボランティア人材を活用するなど、
児童館にとっては、普段からのネットワーク形
成も事業を成功させる重要な要素となる。
く4）　「推薦出版物」の有効活用
　①推薦出版物の良質性が認識されている。よ
り一層、地域社会や家庭等に広く還元できるよ
うなしくみづくりが重要である。
　②しかし、良質な推薦出版物が、児童健全育
成として有効活用されるための、具体的な方法
や事業化が未確立のままである。推薦出版物を
一般市民や児童館等においてより一層定着させ
るためには、普及方法の確立や、普遍的に活用
できる事業内容の開発が求められる。
　③出版社や作者においても、推薦出版物の児
童健全育成の意義を認識していることがわかる。
しかし、一連の推薦作i業の意義については、必
ずしも十分に認識されていないe推薦活動によ
ってメリットが還元できるようなしくみの整備
も必要であると思われる。
　④現場においては、良質な推薦出版物が、利
用者に直接届くような工夫や、実践プログラム
の開発・遂行が求められる。
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